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企業アプローチの課題とツール

第２日目【企業開拓について】



１ 企業に案内する相談者はどんな人・・・？

◆見学や就労体験の受入れ要請で企業を訪問して

〇〇という事業で、就労相談を利用している□□と
いった人たちの就労準備を応援しています。御社で
も見学や体験の受入れという形で協力してくれませ
んか？体験から採用になるケースもあります・・・

協力してもいいが、具体的に何をす
るのか？

◆企業の方かた次の質問が・・・
そのとき、あなたは・・・

求人はありませんか？ 〇〇という事業で、□□と
いった人たちを紹介しています。

□□な人って？どんな人？

□□な人って？どんな人？

◆求人開拓で企業を訪問して



仕事見学・
就労体験等

▶就労準備支援の段階 ▶就労に向かう段階 ▶定着支援の段階

２ 企業アプローチもいろいろ

▶職業紹介▶相談

環境整備（人
材開発）支援

求人の開発

※生活困窮者自立支援制度では、相談から就労準備段階の支援、就
労訓練等の中間的就労、職業紹介、そして定着支援まで、カバーす
る相談支援を目指しています。各段階で、相談者－支援者（機関）
－連携する企業等の3者による「交渉・調整」が問われます。特に、
企業等との関係づくりは、新しい業務となっています。



支援・ケア等の
プランを協働

本人
（相談者）

相談支援機関
（支援プラン）

企業や社福法人、NPO、協同

組合等（多様な働き方、中間
的就労など）

継続した生活支援やケ
アの調整と、技能や活
動、キャリア開発を一体
に

生活支援やケアを利用し、働く現
場で自己有用感を高め、スキル等
を伸ばす

企業等は、支援機関と連携した採
用活動、人材開発の１つとして推
進。生活支援等が付いた「ジョブ
カード」を持った就業者

●相談支援を利用して「働く」とは、相談から就労
の準備等を経て、就労体験や就労訓練、雇用
（転職含む）、就労継続という一連のプロセスで、
相談者本人と相談支援機関、企業等の「３者の
交渉・調整関係」が続くことになります。

●従来の相談～就労準備、そして求人マッチング
では、本人と企業等の「２者間調整」が主流。

３ ３者間で交渉・調整する仕組み＝問われる支援者の役割

※就労支援は、見学や体験などの就労準備から、マッチング（面接等）、定着・キャリアアップ過程（転職含
めて）まで、３者の連携・調整が欠かせない



４ 企業アプローチの内容（企業支援）

職場見学や体験実習等

ジョブ（職務）分析、環境調整、研修等

採用活動の支援

職場責任
者

従業員・ス
タッフ

経営者

【支援サイド】 【企業サイド】

人事担当

多様な関係機関・団体
（庁外連携）

企業支援や地域支援等を
推進する中間支援のしくみ

担当部署
＋

庁内連携



利用する

５ 体験・訓練等の中間的就労の課題～企業の開拓、支援メニューの開発～

②事業所開拓・調整役
協力事業所や求人、
人材ニーズの開拓

③定義・調整役
支援メニューの定
義・可視化

④メニュー実施・支援役

支援メニューの利用とふ
りかえり、フォロー等

就労準備支
援事業者

支援メニュー開発の
企画・調整

自立相談支
援事業者

就労訓練の
推進事業

自治体
担当部署

①プロデューサー役

開拓する・定義（可視化）する役割

協力事業所等
認定就労訓練事業所






